
 

 

日本のまんなか 

水と緑といで湯の街渋川市 
 

令和６年８月第４回市長定例記者会見 
 

・日時　令和６年８月２６日(月) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  午後１時 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・場所　市役所本庁舎記者会見室 

 

１　効果的な脳活性化事業推進のため産官学連携による調査研究を行います（資料１） 

 

 

 

 

２　「第４１回日本のまんなか渋川へそ祭り」を盛り上げる各種企画を実施します 

（資料２） 

 

 

 

 

３　お盆期間中の伊香保温泉宿泊者数等の状況をお知らせします（資料３） 

 

 

 

 

４　共生社会の実現を目指す２つの事業において 

ブルーとオレンジのライトアップを実施します（資料４） 

 

 

 

 

 

その他資料提供 

 

・お盆期間中の市有温泉施設等の入館者状況をお知らせします（資料５） 

・お盆期間中の渋川スカイランドパーク遊園地の入園者状況をお知らせします 

（資料６） 

・徳冨蘆花記念文学館で「紙芝居展」を開催します（資料７） 

 

 

　 

○次回開催予定 

　　　　日時：令和６年９月２日(月)　午後１時～ 

場所：本庁舎記者会見室

　 
９ 



市 長 の 主 な 週 間 日 程

月  日 時間 件 名 場   所 所  管

8月 26日 (月 )

9100

13:00

庁議

市長定例記者会見

市役所本庁舎

市役所本庁舎

政策戦略課

広報室

8月 27日 (火 ) 13:30

15:00

16:00

行政相談委員及び市町村行政相談連絡担当者合同ブロック

会議 (北毛ブロック)

渋川北群馬木材組合から要望書の提出

政策戦略会議

赤城公民館

市長応接室

市役所本庁舎

総務課

環境森林課

政策戦略課

8月 28日 (フk)
14:00 令和6年度群馬県道路協会による要望活動 国土交通省ほか 土木管理課

8月 29日 (木 )

9:20

11:00

13:30

17:00

長寿者顕彰

渋川市吉巻公民館建設工事起工式

広域組合10月 補正予算管理者・副管理者査定

渋川フェニックスによる全国中学生ハンドボールクラブカウプ

2024出場報告(市長訪問)

市内

古巻公民館

広域組合

市役所本庁舎

高齢者安心課

中央公民館

広域組合

スポーツ課

8月 30日 (金 )

16:30

17:00

唐澤剣也選手応援イベント

子持産業振興 (株 )取締役会

小野上公民館

子持行政センター

小野上公民館

農政課

8月 31日 (土 )
16:00

17:30

森永一衣ツプラノリサイタルイン渋川

石原西自治会第23回 自治会まつり

市民会館小ホール

石原西住民センター

広報室

市民協働推進課

9月 1日 (日 )

9:30 第22回ゆうあいフェスティバル
県立ゆうあいビック記念
温水プール

地域包括ケア課

9月 2日 (月 )

9:00

13:00

庁議

市長定例記者会見

市役所本庁舎

市役所本庁舎

政策戦略課

広報室



資料 1

効果的な脳活性化事業推進のため

産官学連携による調査研究を行います

渋川市は、様々な人が介護予防や認知症予防のための「脳活」に取り組めるよ

う、フレイル (虚弱)予防事業を行つています。令和4年度からは、認知機能を

維持するための事業として、群馬ヤクル ト販売 (株)との包括連携協定を活用し、

「脳活塾」を実施しています。

この度、群馬ヤクルト販売 (株)、 群馬大学大学院保健学研究科内田研究室と連

携し、脳活塾における脳活性化プログラム介入の効果検証を目的とした研究事業

を行います。この研究により、さらに効果的な脳活塾のプログラム検討を行い、

今後の脳活性化事業の推進に活用します。

1概  要
高齢者のフレイルや認知症の発症・進行予防には早期かつ適切な時期に自分の体の

元気度や認知機能の状態を知 り、予防行動を実践する必要があります。

渋川市は、様々な人に広く介護予防や認知症予防のための脳活を始めてもらえるよ

う、フレイル予防事業を行つています。その一秦である「脳活塾」は、認女
い口機能を維

持するための事業として、群馬ヤクル ト販売 (株)と の包括連携協定を活用 し、健康運

動指導士の派遣を受け実施 しています。

この度、渋川市、群馬ヤクル ト販売 (株 )、 群馬大学大学院保健学研究科内田研究室

との連携により、脳活塾における脳活性化プログラムの介入効果について研究を行 う

こととなりました。

2 研究関与機関
(1)群馬大学大学院保健学研究科 教授 内田陽子・山上徹也
(2)群馬ヤクル ト販売株式会社
(3)渋川市介護イ呆険課

3 研究方法
脳活塾のプログラムを実施 し、前後の評価を行います。

4 脳活塾の概要
(1)実施内容
認知症予防に効果のある運動 (筋カ トレーニングや有酸素運動、運動と認知課

題を組み合わせたコグニサイズなど)を 中心に行いながら、生活習慣から認知機
能を維持するための知識を得る学習を実施する。
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(2)日 時。場所
コース①=令和 6年 9月 4日 ～11月 6日 の毎週水曜日

午前10時～H時30分・赤城公民館
コース②=令和 7年 1月 9日 ～ 3月 13日 の毎週木曜日

午前10時～11時30分・渋川ほつとプラザ

(3)姑  象  65歳以上で認知機能の低下予防や維持をしたい人
(4)定  員  各コース20人程度

※9月 開始の脳活塾には23人が参加する予定です

5 記者会見出席者
群馬ヤクルト販売 (株)広報部 部長 大山 賢司 (おおやま けんじ)さん

これまでの群馬ヤクル ト販売株式会社との連携事業 (健康運動指導士の派遣 )

・令和 2年度  赤城健康公園を活用 した健康づくり支援事業 :1回
・令和 3年度  健康づくり教室 (赤城健康公園の活用):3回
・令和 4年度  介護予防サポーター研修会 :4回

脳活塾 :5回 (8回計画、 3回中止 )
・令和 5年度  介護予防サポーター研修会 :2回

脳活塾 :12回

健康づくり教室 (赤城健康公園の活用):1回

■問い合わせ先

福祉都 吉Б長 生方 清二郎 (内線1200)
担当 :介護保険課 (電話0279-2歩 2116)

課長 小渕 正子 (内線1230)
健康寿命推進係長 中川 有希 (内線1233)
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料 2

日

２

　

　

３

「傷宮41 日本のまんなか渋川へそ祭り」を盛り上げる

各種企画を実施します

9月 7日 (上)開催の「第41回 日本のまんなか渋川へそ祭り」を盛 り上げるため、

市役所庁舎内での展示や、のぼり旗の設置、渋川駅待合室での PR動画の再生、
路線バス車内での PR画像表示といつた各種企画を実施 します。

1概  要
「日本のまんなか渋川へそ祭り」は、お腹に絵を描いて踊るユニークなお祭りとし

て各種メディアでも紹介されており、今年で41回 自を迎えます。

このお祭りを盛り上げるため、市役所庁舎内での展示や、のぼり旗の設置、渋川駅

待合室でのPR動画の再生、路線バス車内でのPR画像表示といつた各種企画を実施
します。

間  令和 6年 8月 26日 (月 )～ 9月 7日 (土 )

渋川市役所本庁舎、第二庁舎あじさいホール、」R渋川駅、渋川商
工会議所、各社路線バス車内

4 内  容
(1)渋川市役所本庁舎及び第二庁舎における展示
①へそ踊リパレードに「はら踊り」で参加する4団体の法被を、渋川市役所本庁

舎 1階の総合案内付近に展示します。

【へそ踊り参加団体】

」R渋川駅、ぐんまみらい信用組合、北群馬信用金庫、渋川市職員共済会

②渋川市役所第二庁舎あじさいホールでPR動画の再生や、へそ祭り関連のパネ
ルの展示を行います。

(2)のぼり旗の設置
渋)||へそ祭 り実行委員会が作成 したのば り旗を、

渋川市役所本庁舎、渋川駅前、渋川商工会議所に

設置します。            ′

(3)顔出しパネルの設置
顔出しパネルを、渋川市役所第二庁舎あじさい

ホァル及び渋川駅前に設置します。

顔出しパネル>

所

期

　

場
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(4)渋川駅待合室でのPR動画の再生
渋川駅待合室で過去の祭 り等の映像を再生します。

(5)路線バス車内でのPR画像表示
渋川市内を走る下記の路線バスの車内で、へそ祭 りのPR画像を表示 します。
・関越交通 (株):前橋渋川線、高崎渋川線、渋川伊香保温泉線
。(株)群馬バス :渋川箕郷線

彗。鳴預
「
ゴづ

へで蛹0月レn騨

稀ぴλ:1参加獣迎||
受付惨

'5:30～ '7:00事部付近稀び八[I}十―にて

5そ の 他
YouTubeの渋川市公式チャンネルに、『渋川市役所へそ部直伝 !渋川へそ祭り「はら

絵」の描き方講座』をアップしました。

動画はこちらからレ

■問い合わせ先

産業観光部 部長 金井 裕昭 (内線4899)
担当 :観光課 (電話0279-222873)

課長 西脇 正悟 (内線4880)
観光振興係長 石坂 崇 (内線4881)
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3

お盆期間中の伊香保温泉宿泊者数等の状況をお知らせします

令和 6年度のお盆期間中における伊香保温泉宿泊者数等の調査結果をまとめた

ところ、伊香保温泉宿泊施設全体の宿泊者数は3万2,351人で、前年度と比べて7,

365人増加 (129.5%)し ました。

1結  果
調査期間における宿泊者数の合計は3万2,351人で、前年度の合計 2万4,986人 と比

較して、7,365人増加 (129,5%)しました。令和 5年度と同日数 (8月 11日 (日 )～ 16

日(金)・ 2万4,986人)で比較しても、令和 6年度は2万7,687人で、2,701人の増加

(110。 8%)と なり、前年度を上回る宿泊者数でありました。
宿泊者数が増加した要因として、令和 6年度のお盆休みが山の日の連体とつながり

長期休みとなつたことや、円安基調による海外旅行の伸び悩みにより、国内需要が堅

調であつたためと考えられます。

2 調査期間  令和 6年 8月 10日 (土)～ 8月 16日 (金 )

3そ の 他
別紙資料では、同じくお盆期間のJR上越線特急列車 (高崎駅～渋川駅間)の輸送
人員も掲載しています。

■問い合わせ先

産業観光部 部長 金井 裕昭 (内線4899)
担当 :観光課 (電話0279-22-2873)

課長 西脇 正悟 (内線4880)
観光振興係長 石坂 崇 (内線4881)
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料 4

共生社会の推進を目指す2つの事業において

オレンジとブルーのライトアツプを実施します

渋川市は、9月の認知症月間に合わせて、認知症の理解を深めるための普及啓

発事業として、「認知症になつても安心して暮らせる地域へ」を開催しています。

今年度は、東京電カパワーグリッド(株)渋川支社の社屋鉄塔を、認知症理解普及

のシンボルカラーであるオレンジにライトアツプします。

また、9月 23日が「手話言語の国際デー」であることから、共生社会の推進及

び聴覚障害者への理解促進と手話言語の普及を目的として、伊香保温泉石段だん

だん広場等をブルーライトアップします。

1 「認知症になつても安心 して暮らせる地域へ」の開催
(1)目  的
認知症は誰もが起こりうる脳の病気であり、認知症について正 しく理解 し、認

知症になっても住み慣れた地域で安心して生活できるように、地域で認知症と共

に生きるまちづくりを推進することが重要となつています。

令和 6年 1月 に共生社会の実現を推進するための認知症基本法が施行 され、 9

月が認知症月間と定められました。「認知症になつても安心して暮 らせる地域へ」

は、 9月 の認知症月間に合わせて、認矢日症の理解を深めるために、さまざまな催

しを実施するものです。

(2)開催期間  令和 6年 9月 2日 (月 )～ 6日 (金)午 前 9時～年後 4時
(3)会  場  渋川市役所本庁舎 1階 市民ホール
(4)内  容
①パネル展示

認知症に関すること、認知症の人との接し方、渋川市の事業紹介、「渋川市認

知症とともに生きる地域ふれあい条例」などをパネルで紹介します

②認知症に関する本の紹介

渋川市立図書館の協力により、「認知症の当事者 。家族からのメンセ~ジ」「認
知症を理解するための本」「介護の不安・疑問に寄り添う本」「認知症がわか

る、絵本と児童書」のジャンルごとに本の紹介をします

③もの忘れ相談

認知症に関することや介護のことなど、渋川市中央地域包括支援センターの専

門職員が、認矢口症の人本人や家族からの相談に応じます

④動画上映

厚生労働省認知症本人大使 希望大使 「日々、自分らしく生きていく。つづけ
ていこう、希望の道を」と、ぐんま希望大使 「認知症とともに生きる～自分ら

しく、いつもどおり～」の動画を上映します (約 32分をリピー ト再生)

⑤パンフレット配布
地域包括支援センターの紹介や市で実施している認知症関連事業のパンフレッ

トなどを配布します
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⑥脳年齢測定

画面をタンチすることで測定できる脳年齢測定を実施します

⑦オレンジライトアップ (実施は、開催期間中の年後 6時～8時 )
「共生社会実現のまち 渋川市」推進共同宣言を行つた、東京電カパワーグリ

ンド(株)渋川支社と協力し、同支社の社屋鉄塔を、認知症理解普及のシンボル

カラーであるオレンジにライトアップします
※オレンジのライトアップは初めての実施となります

③デジタルサイネージ

渋川市役所本庁舎 1階市民課前のモニターで、認知症について関心を持つても
らうメンセ‐ジと相談先の紹介を、 9月 の1カ 月間放映します

(5)過去の開催状況
本事業は、令和 3年度からアルツハイマー月間行事として事業を開始しました。
令和 6年 1月 に共生社会の実現を推進するための認知症基本法が施行され、9月
が認知症月間と定められたため、令和 6年度から認知症月間行事として実施して
います。

①令和 3年度
・期  間 令和 3年 9月 13日 (月 )～ 17日 (金)午前 9時～午後 5時
・内  容 パネル展示、本の紹介、もの忘れ相談、パンフレット配布
・来場者数 144人 (もの忘れ相談13人 )
②令和 4年度
・期  間 令和 4年 9月 5日 (月 )～ 9日 (金)午前 9時～午後4時
・内  容 令和 3年度実施内容に加え、動画上映、もの忘れチェジクを実施
・来場者数 141人 (もの忘れ相談12人 )
③令和 5年度
・期  間 令和 5年 9月 4日 (月 )～ 8日 (金)午前 9時～午後 4時
・内  容 令和 3年度実施内容に加え、動画上映を実施
。来場者数 167人 (もの忘れ相談12人 )

2 「手話言語の国際デー」に伴うブルーライ トアップの実施
(1)概  要
平成29年 12月 19日 に、国連総会において 「手話言語の国際デー」に関する決議

が採択されました。決議文では、手話言語が国際言語と対等であることを認め、

ろう者の人権が完全に保障されるよう、国連力日盟国が社会全体で手話言語につい

ての意識を高める手段を講 じることとし、 9月 23日 が手話言語の国際デーと定め

られました。

その後、令和 4年に世界ろう連盟が 「手話言語にブルーライ トを当てよう」イ
ベン トを提唱し、これに全 日本ろうあ連盟も賛同して、全国各地で手話言語の国

際デーに併せたブルーライ トアップが実施されるようになりました。

渋川市は、令和 5年度に引き続き、伊香保温泉石段だんだん広場等をブルーに
ライ トアップします。

(2)内  容
①東京電カパワーグリット(株)渋川支社社屋鉄塔のライトアップ
「共生社会実現のまち 渋川市」推進共同宣言を行つた、東京電カパワーグリ

ンド (株)渋川支社と協力し、同支社の社屋鉄塔を、ブルーにライトアップし
ます
期間は令和 6年 9月 12日 (木)～ 15日 (日 )の年後 6時～ 8時 (全国ろうあ者体育
大会in群馬の開催期間と同じ期間の点灯となります)
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②伊香保温泉石段だんだん広場でのセレモニーとライトアップ

セレモニーは、令和 6年 9月 23日 (月・祝)午後 6時から、手話コーラスのほか

カウントダウン等を行います

ライトアップは、セレモニー後にだんだん広場をブルーにライトアップします

(午後 8時まで)

③全日本ろうあ連盟結成の地記念碑のライ トアップ

しぶかわ商工会伊香保支所西側に設置されている、全日本ろうあ連盟結成の地

記念碑をブルーにライトアップします

日時 :令和 6年 9月 23日 (月・祝)午後 6時30分～ 8時
※荒天の場合は中止します。中止の情報は、渋川市聴覚障害者福祉協会Facebook

(httpsi//―。facebook.com/shibukawadeaf)で お知らせします

(3)主  催
渋川市「手話言語の国際デー」ブルーライトアップ実行委員会

構成団体 :渋川市聴覚障害者福祉協会、北毛地区手話通訳者協会、

手話サークルあじさいの会、手話サークルおりづるの会

(4)そ の 他
①令和 5年度のだんだん広場 。記念碑のライトアップの実施実績

実施日時 :令和 5年 9月 23日 (土・祝)午後 4時30分～年後 8時
②令和 5年度の県内における「手話言語の国際デー」ライトアンプ実施状況

自治体 ライ トアップ場所 期間

群馬県 群馬県庁昭和庁合 (前橋市大手町一丁ロト1) 9月 22日 (金曜日)か ら9月 23日 (土曜日)

午後 5時 55分～

前橋市 臨江閣 (9月 23日 関連イベント実施)
日本 トーターグリーンドーム前橋

昌賢学園まえばしホール (市民文化会館)

9月 23日 (土曜日)

高崎市 高崎アリーナ

高崎白衣大観音

9月 23日 (土曜日)

伊勢崎市 旧時報鐘楼

いせさき明治館

伊勢崎市障害者センター

9月 23日 (土曜日)

大田市 グリーンプラザ 9月 22日 (金曜日)か ら9月 24日 (日曜日)

日没から午後 9時頃まで

館林市 旧上毛モスリン事務所

旧館林二業見番組合事務所

9月 23日 (土曜日)

午後 6時から午後 9時まで

藤岡市 道の駅ららん藤岡 観覧車 9月 22日 (金曜日)か ら9月 24日 (日曜日)

富岡市 富岡製糸場 ※入場不可 9月 22日 (金曜日)か ら9月 24日 (日日程日)

安中市 安中市役所本庁舎 9月 23日 (土曜日)

みどり市 BoatRace桐生(9月 23日 笠懸まつりにて啓発実施) 9月 23日 (土曜日)

甘楽町 楽山園 9月 23日 (土曜日)

中之条町 中之条町ふるさと交流センターつむじ

(9月 23日 関連イベント実施)

9月 23日 (土曜日)

午後 6時から午後 9時まで

草津町 草津温泉 湯畑(9月 23日関連イベント実施) 9月 23日 (土曜日)

日没から24時まで

板倉町・明和町・

千代田町・大泉町

・邑楽町

【邑楽郡として共同開催】

邑楽町シンボルタワー未来Mirai展 望室
9月 23日 (土曜日)

午後 6時から午後 7時まで
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過去に東京電カパワーグリット(株)渋川支社に協力いただいた社屋鉄塔のライトアツ

プ概要    :
(1)第 1回 ブルーライ トアップ
・目 的  医療従事者へのエールのため
。実施日  令和 2年 5月 1日 、8印、12日 、15日 、22日 、29日 (各 日午後 7時

30分～年後 9時)の計6日

(2)第 2回 ブルーライ トアップ
。目 的  医療従事者へのエールのため
・実施日  令和 3年 3月 17日 ～ 5月 12日 (各 日午後 6時30分～午後 8時30分 )

の計57日 間

(3)第 3回 ピンクライ トアップ
。目 的  自身の健康や家族の検診等受診啓発のため
。実施日  令和 3年 10月 22日 ～31日 (各 日午後 5時～午後 8時)の計10日 間
(4)第 4回 ブルー・イエロー 2色のライトアンプ
。目 的  ウクライナの平和を願うため、ウクライナ国旗カラーのブルーとイ

エローのライトアップを実施

・実施日  令和 4年 3月 17日 ～31日 (各 日午後 6時～午後 8時)の計15日 間

■間い合わせ先

福祉部
1部
長 生方 清二郎 (内線1200)

(認知症になつても安心して暮らせる地域へに関すること〉

担当 :高齢者安心課 (電話0279-22-2179)

課長 永井 博之 (内線1224)
地域支援係長 田村 陽子 (内線1238)

(手話言語の国際デーに伴うブルーライトアツプに関すること〉

担当 :地域包括ケア課 (電話0279-22-2359)

課長 後藤 景太 (内線1210)
障害福祉係長 青木 光子 (内線12H)

Ю



資料 5

お盆期間中の市有温泉施設等の入館者状況を
お知らせします

令和 6年度のお盆期間における市有温泉施設の入館者状況の調査結果をまとめ
たところ、全施設の利用者は対前年度で790人増加 (111.3%)し ました。また、
売上は対前年度で116万 6;240円増加 (130.6%)し ました。
また、渋川市内道の駅の利用者は対前年度で1,280人増加 (108.4%)し 、売上
は対前年度で165万 8,849円増加 (109,0%)し ました。

1概  要
渋川市は、大型連体における各温泉施設の利用動向を把握するためにゴールデンウ

ィークやお盆、年末年始の期間に市有の日帰り温泉施設等の利用状況を調査 していま

す。今回、令和 6年度のお盆期間における市有の日帰 り温泉施設入館者状況と市内道
の駅の利用者状況の調査結果をまとめました。

2結  果
調査期間における全施設の利用者は7,752人で、前年度と比較して790人増加 (111.

3%)しました。また、売上は497万8,560円で、前年度と比較してH6万 6,240円増加
(130.6%)し ました。
また、渋川市内の道の駅の利用者は 1万6,605人で、前年度と比較して1,280人の増
力日 (108.4%)、 売上は2,016万 4,748円 で、前年度と比較して165万8,849円 の増力日(10

9.0%)と なりました。
いずれも増加となつた要因として、今年度のお盆期間が山の日の連休とつながつて

長期の休みとなり、その間晴れの日が多かったことや、円安基調による海外旅行の伸

び悩みにより、国内需要が堅調であつたためと考えられます。

3 調査期間  令和 6年 8月 10日 (土)～ 8月 16日 (金)(7日 間)

4 対象施設
。日帰 り温泉施設 =伊香保温泉浴場石段の湯、小野上温泉センター
。道の駅 =道の駅おのこ、道の駅こもち

■問い合わせ先

産業観光部 部長 金井 裕昭 (内線4899)
(市有温泉施設に関すること〉

担当 :観光課 (電話0279-2歩 2873)

課長 西脇 正悟 (内線4880)
観光施設係長 荒木 信彦 (内線4887)

(道の駅に関すること)

担当 :農政課 (電話0279工22-2593)

課長 山本 泰浩 (内線4971)
振興係長 川田 美穂子 (内線4972)
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資料 6

お盆期間中の渋川スカイランドパーク遊園地の

入園者状況をお知らせ します

令和 6年度のお盆期間中における渋川スカイラン ドパーク遊園地の入園者状況

の調査結果をまとめたところ、入園者数は対前年度比で1,132人増加 (121.70/0)

しました。また、園内売上額は対前年度比で222万 1,600円増加 (128.1%)しま

した。

1概  要
渋川市は、大型連休における渋川スカイラン ドパーク遊園地の利用動向を把握する

ためにゴールデンウィークやお盆、年末年始の期間の遊園地の入園者状況を調査 して

います。今回、令和 6年度のお盆期間中における入園状況の調査結果をまとめました。

2結  果
お盆期間中の入園者数は計6,344人で、前年度と比較して1,132人増加 (121.7%)し

ました。また、園内売上額は合計1,012万 1,390円で、前年度と比較して222万 1,600円

増加 (128.1%)しました。当該期間中は昨年に比べ、晴天が続いたことが増加した

要因と思われます。

また、コロナ禍前の令和元年度の同期間と比較すると、入園者数は333人増加 (105.

5%)、 園内売上額は35万8,440円増加 (103,7%)と なっています。

なお、売上額については、フンデイパスや入園券の購入に当たり前売り券の購入者

やキャッシュレス決済 (PayPay)の利用者が増加しており、それらの売上げについて

は反映されていません。 (キャンシユレス決済利用の売上げについては、月末締めで

翌月に振込されます)

3 調査期間  令和 6年 8月 10日 (土)～ 8月 16日 (金 )

■問い合わせ先

建設交通部 部長 柴崎 憲― (内線4700)
担当 :都市政策課 (電話0279-25-8307)

課長 松田 忠義 (内線4790)
管理係長 佐藤 二憲 (内線4785)
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資料 7

徳冨直花記念文学館で「紙芝居展」を開催 します

徳冨置花記念文学館の企画展「紙芝居展」を、 9月 1日 (日 )か ら10月 24日 (木 )

まで開催 します。紙芝居展のルーツをたどり、さまざまな紙芝居を紹介 します。

1概  要
県立土屋文明記念文学館が所蔵する紙芝居の資料を、徳冨置花記念文学館で展示し

ます。

紙芝居は、昭和 5年頃に「黄金バント」「鞍馬天狗」などの街頭紙芝居として登場

した日本特有の文化財です。本展では、紙芝居のルーツをたどり、最初期の街頭紙芝

居から教育紙芝居などさまざまな紙芝居とその歴史を紹介します。

2 開催期間 令和 6年 9月 1日 (日 )～ 10月 24日 (木 )

※毎週金曜 日は休館 日

3

4

5

開館時間  午前 8時30分～午後 5時まで (入館は年後 4時30分まで)

会  場  徳冨置花記念文学館 企画展示室 (渋川市伊香イ呆町伊香イ呆614-8)

観 覧 料  大入350円 、小 。中・高校生200円

囲
過去の紙芝居展の開催実績

日間い合わせ先

教育部 部長 齋藤 章吉 (内線4930)
担当 :教育部伊香保公民館徳冨意花記念文学館

館長 山田 健司 (伊香保公民館 。電話0279-72-5777)
館長補佐 宮下 員範 (徳冨産花記念文学館・電話0279-72-2237)

年度 開催期間 観覧者数

令和 2年度 7月 30日 ～ 9月 27日 (60日 間 ) 622人

令和 3年度 8月 1日 ～ 9月 26日 (57日 間) 307人

令和 5年度 4月 28日 ～ 7月 30日 (93日 間 ) 1,183人
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